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凰・緒貰

近年、榛械的性質に優れた新素材が数多く開発されて

きている。それにより、実用化にまでいたらなかった過

去のエネルギ蓄積装置が見直されている。

本研究ではこれまでの森村（ばね鋼等）よりも高弾性

高藤塵、軽量といった優れた特性を持つ新轟樹を機械的

エネルギ蓄積材料として想定し、また小さなスペースの

申で効率的、かつクリーンなエネルギを蓄える装置とL．

て卑見直蕃艶ている「渦巻きばぬ」を轟奉とし藍装層鷹

ついて検討した。さらに、他のエネルギ勝機装置である

フライホイールやバッテリ等との比較検討を行った結果

について報告する。

慧．新紫紺

今回検討する新森材としては、歳燕繊維として東レの

トレカ（糸）M60J、トレカコンポジットM60Jおよびカー

ボンナノチューブについて検討した。各素材の機械的鞘

性を、Tabhelに示す。また、比較として　一般的なばね鋼

Sし唱9の機械的特性も示す。

3．接触型渦巻きばね

接触型渦巻きばぬの利点娃、限ち艶た壁間で兼きな変

形のもとに比較的大きなエネルギを蓄積できるところに

ある。また、蓄積されるエネルギはバッテリや燃料電池

と遠い機械的エネルギが蓄積されるため、変換の隙のエ

ネルギロスが少なく効率的である。バッテリは充電に数

時間かかってしまうが渦巻きばねはエネルギを数卜秒程

度で苔椙できる。また、排気勒、ノイズ、廃棄処理等の

公害問題を抱えているエネルギ藩壇装置が争い申、その

心配もなく非常にクリ―ンなエネルギ藩額装眉である。

堤一接触型渦巻膚ば寵蘭轟射

殺計対象とした渦巻きばねの寸法は、渦巻きばね製作

会社（モリテックステール（株））が製作可能である最大寸

法とした。

板樫（t）：3mm　板幅（b）：50nーnl長さ（l）：パ壬0000mm

中心軸（d）：35mIⅥ　外径（1．■力：5：Ⅶmm

追討式は以下のものを用いた。
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詣幽：駿東トルク　戯i：ぱぬ定数　施鮒：感光巻救

厨：引韮弾性率　厨：回転憲数

丁√lglに乱汁した渦巻きばね山トル針曲線をホす。トレ

カでは山椒的なばね鋼の約3倍、トレカコンポジットで

は杓18†吾のトルクが柑附できる。トレ力（糸）を川いたも

のであれば、中心軸に発生する愚夫トルクは392N・mで

あるので普通自動車のトルクが約200～300N・m小型自

動車、バイク等のトルクが50～川似トm秤度ということ

を考えるとち短む等距離で轟艶ば自助車やパイクも助かす
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